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平成 26年度 第 1回岩見沢市地域公共交通活性化協議会 議事録 

 

● 日時、出席者等 

日時 平成２７年１月２６日（月） １４：００～１５：４５ 

会場 岩見沢市役所３階 委員会室 

出席委員  ２１名（うち代理出席３名） 

委員随行  ８名 

傍聴者  ３名（報道関係者） 

事務局  ６名 

業務受託者  ３名 

 

 

● 議事録 

会 議 次 第 協  議  内  容 

委嘱状交付 

(1) 開会 

 

(2) 市長あいさつ 

 

(3) 委員紹介 

 

(4) 岩見沢市の地域公共交通の活性 

化に向けて 

 

(5) 講演 

 

(6) 議事 

1) 協議会規約及び諸規程の制定 

について 

 

 

 

 

   2) 役員の選出について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事務局から資料２に基づき、協議会規約（案）及び諸規程（案）

の内容について説明を行いました。 

委員から、質問・意見はありませんでした。 

⇒協議会規約及び諸規程について、（案）のとおり承認されま

した。 

 

委員の互選により会長を選出、会長の指名により副会長及び

監査委員（２名）を選出しました。 
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会 議 次 第 協  議  内  容 

   3) 岩見沢市における将来を見据 

えた公共交通の構築に向けて 

 

・ 本年度に岩見沢市が実施した 

取組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

○事務局から資料３に基づき、平成２６年度に岩見沢市が実施

した調査・分析などの取組みの内容について、説明を行いま

した。 

■「岩見沢市の都市・交通情勢」について 

・市の人口は平成 7年をピークに減少傾向である一方、高齢化

率は高まっており、特に北村地区・栗沢地区で高くなってい

ます。 

・岩見沢市内を運行する路線バスのほとんどが赤字で、市の補

助金等の負担額が年々増加しており、平成 21年度と平成 25

年度を比較すると、約 9割増加しています。 

・バス路線の利用者数は年々減少しており、平成 17 年度と平

成 25年度を比較すると、約 4割減少しています。 

■「住民ニーズ把握調査結果」について 

・公共交通の検討資料として、買い物や通院の際の交通行動や、

市のバス交通に対するニーズ、帰宅時の交通手段等につい

て、郵送アンケート調査を実施しました。 

・買い物や通院の交通行動では、自家用車の利用割合が高く、

買い物は午前 10時台の利用が多く、滞在時間は 1時間程度、

通院では午前 9 時～10 時台の利用が多く、滞在時間は 1～2

時間程度の利用が多くなっています。 

・市内を 8つの地区に分類し、地区別のニーズ把握を行い、バ

スサービスに対する満足度などから、それぞれの地区の問題

点などを分析しました。 

■「バス乗降調査結果」について 

・公共交通の検討資料として、個人属性や利用目的、乗車前・

降車後の交通手段などについて、バス利用者の方に調査を実

施しました。 

・利用目的は、通勤・通学が約５割、通院・買い物を含む私用

が約４割となっており、利用時間帯では 7 時台や 16 時台の

利用が多くなっています。 

・各路線ごとに、時間帯別の利用者数や 1便あたりの利用者数

などを把握し、その利用傾向や特徴などを分析しました。 

 

 委員から、質問・意見はありませんでした。 
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会 議 次 第 協  議  内  容 

  ・ 岩見沢市生活交通ビジョンの 

策定に向けた課題と方向性に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) その他 

・ 地域公共交通確保維持改善事 

業の活用について 

 

 

(8) 閉会 

 

○事務局から資料３に基づき、「岩見沢市生活交通ビジョン」

の策定に向けた市の交通課題とその解決への今後の方向性

について、説明を行いました。 

■「生活交通ビジョン構想（案）策定に向けた課題と方向性」

について 

・岩見沢市が実施した都市・交通情勢の分析、各種調査結果な

どを踏まえ、公共交通の問題点を把握し、７つの課題を抽出

しました。 

・事務局案として、この７つの課題から４つの基本方針を定め、

それぞれの基本方針を達成するための施策について検討を

進めていきたいと考えています。 

 

委員から、質問・意見はありませんでした。 

⇒事務局説明の課題と方向性にしたがって、「岩見沢市生活交

通ビジョン」の策定を進めることが承認されました。 

 

 

○事務局から、国庫補助メニューである地域公共交通確保維持

改善事業の活用について、説明を行いました。 

委員から、質問・意見はありませんでした。 

 

 

 

 


